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奄美大島から得られた奄美群島初記録のイッテンサクラダイ

橋本慎太郎 1・前川隆則 2・本村浩之 3

Three specimens (117.6–127.0 mm standard length) of a 
western Pacific species Odontanthias unimaculatus (Tanaka, 
1917) (Serranidae) were collected from Amami-oshima island, 
Amami Islands (middle of Ryukyu Islands), Japan. In Japanese 
waters, O. unimaculatus has previously been recorded from the 
Ogasawara Islands, Sagami Bay, Suruga Bay, Kumano-Nada, 
Wakayama Prefecture, Tosa Bay, the Osumi Islands (Kuro-shima 
island), the Tokara Islands (Kuchino-shima, Gaja-jima, Na-
kano-shima, and Taira-jima islands), and the Okinawa Trough. 
Thus, the present specimens described herein detail represent the 
first records of O. unimaculatus from the Amami Islands.
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 Abstract

ハタ科イッテンサクラダイ属 Odontanthias Bleeker, 

1873は世界から 16有効種が報告されており（Parenti and 

Randall, 2020），そのうち，日本国内からはマダラハナダ

イ O. borbonius (Valenciennes, 1828)，ハタタテハナダイ O. 

flagris Yoshino and Araga, 1975，バラハナダイ O. katayamai 

(Randall, Maugé and Plessis, 1979)， ボ ロ サ ク ラ ダ イ O. 

rhodopeplus (Günther, 1872)，およびイッテンサクラダイ O. 

unimaculatus (Tanaka, 1917)の 5有効種が知られている（本

村，2020）．

イッテンサクラダイは熱帯から温帯にかけての 60–250 

mの岩礁域に生息し，日本から台湾，フィリピン，およ

びインドネシアから報告されている（Lee, 1990; Randall 

and Heemstra, 2006; Peristiwady, 2011; Hata, 2017； 田 代 ほ

か，2018）．日本国内ではこれまで小笠原諸島，相模湾か

ら土佐湾，大隅諸島，トカラ列島，および沖縄舟状海盆

から記録されている（田中，1917；黑田，1951；山川，

1985; Shinohara and Matsuura, 1997; Senou et al., 2006；瀬能，

2013；池田・中坊，2015；田代ほか，2018）．

2019年の 3月，8月，および 2021年の 7月に奄美大島

からそれぞれ 1個体のイッテンサクラダイが採集された．

本種は南日本の広域から記録されているものの，奄美群島

における記録はこれまで知られていなかった．奄美大島産

の標本は本種の奄美群島における初めての記録となるた

め，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は Randall and Heemstra (2006)にしたがっ

た．体各部の計測はノギスを用いて 0.1 mm単位まで行い，

計測値は体長に対する百分率で示した．標準体長は体長

または SLと表記した．形態の観察には実体顕微鏡を用い

た．生鮮時の体色は固定前に撮影された 3標本（KAUM–

I. 129140, 132724, 159016）のカラー写真に基づく．標本の

作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠

した．本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写真は同館

のデータベースに登録されている．

Odontanthias unimaculatus (Tanaka, 1917)

イッテンサクラダイ
（Fig. 1; Table 1）

標本　3個体（体長 117.6–127.0 mm），すべて鹿児島県

奄美大島近海産：KAUM–I. 129140，体長 127.0 mm，2019

年 3月 18日，KAUM–I. 132724，体長 119.6 mm，2019年

8月 19日，前川隆則；KAUM–I. 159016，体長 117.6 mm，

奄美市名瀬立神沖，水深 60 m，2021年 7月 27日，窪　房一．

記載　計数形質と各体部の体長に対する割合を Table 1

に示した．体は楕円形で側扁する．頭部背縁の輪郭は直線

的で，後頭部はゆるやかに隆起する．吻長は眼径より短
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く，丸い．口裂は端位で上顎後端は眼中央直下を超える．

下顎前端は上顎前端よりわずかに突出する．鼻孔は 2対．

前鼻孔は円形で短い皮弁をもち，吻端と眼窩前縁の中間に

位置する．後鼻孔は楕円形で皮弁をもたず，眼窩前縁に隣

接する．眼は正円形．舌上に絨毛状歯が密生する卵形の歯

板がある．上顎歯は絨毛状で密に並ぶ．上顎前部にはわず

かに後方に湾曲した犬歯状の歯があり，KAUM–I. 129140

では 1対，KAUM–I. 132724では左側に 2本，右側に 1本，

KAUM–I. 159016では 2対ある．その内側に後方に倒れた

犬歯状歯があり，KAUM–I. 129140では左側に 1本，右側

に 2本，KAUM–I. 132724とKAUM–I. 159016では 2対ある．

鋤骨歯は絨毛状で凧形の歯帯を形成する．口蓋骨歯は絨毛

状で，1対の歯帯を形成する．下顎歯は前部で絨毛状に密

に並び，後部で 1–2列になる．下顎前部にはわずかに後方

に湾曲した犬歯状歯があり，KAUM–I. 129140では 1対，

KAUM–I. 132724では左側に 2本，右側に 1本，KAUM–

I. 159016では左側に 1本，右側に 2本ある．その外側後

方にはわずかに後方に倒れた犬歯状歯があり，KAUM–I. 

129140 では 2 対，KAUM–I. 132724 では 1 対，KAUM–I. 

159016では左側に 1本，右側に 2本ある．上下顎歯帯の

幅は，前方で広くなり，側方で狭くなる．上顎歯帯の外列

歯は内側の歯よりやや大きい．下顎歯帯の外列歯は内側の

歯よりやや小さい．体は眼の前下方，頭部腹面，および鰓

蓋膜を除き櫛鱗に被われる．前鰓蓋骨後縁は鋸歯状で，角

隅部にやや大きな 1棘があり，主鰓蓋骨後縁には達しな

い．前鰓蓋骨下縁は疎らな鋸歯状．主鰓蓋骨上部には 4本

の棘をもつ（KAUM–I. 159016の右側は 3棘）．鰓耙は比

較的長く，密に並ぶ．側線は鰓孔上端から始まり，背鰭

第 7棘直下付近まで上昇する．その後，背鰭基底後端直下

付近まで下降し，それ以降は体軸と平行で，尾鰭基底に達

Fig. 1. Fresh specimens of Odontanthias unimaculatus from Amami-oshima island, Amami Islands, Japan. A: KAUM–I. 129140, 
127.0 mm SL; B: KAUM–I. 132724, 119.6 mm SL; C: KAUM–I. 159016, 117.6 mm SL.
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する．側線孔は鱗の前後方向に伸び，管状となる．背鰭起

部は前鰓蓋骨後縁直上付近に位置する．背鰭第 3棘が最も

伸長する．背鰭棘条部の鰭膜はやや深く切れ込み，後方に

かけて切れ込みが浅くなる．背鰭軟条は KAUM–I. 129140

では第 2–5軟条，KAUM–I. 132724では第 2–9軟条，およ

び KAUM–I. 159016では第 2–8軟条で糸状に伸長し，背

鰭最長軟条は第 3軟条．臀鰭起部は背鰭第 3軟条と同位

（KAUM–I. 159016は背鰭第 2軟条）．臀鰭軟条は第 3軟条

が最も伸長する．胸鰭基底上端は鰓蓋後縁直下よりやや前

方に位置し，胸鰭後端は臀鰭起部直情に達する．腹鰭起部

は背鰭第 3棘直下付近に位置する．腹鰭第 2軟条は糸状に

伸長する．畳んだ腹鰭の後端は臀鰭起部を超える．尾鰭は

深い湾入形．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―体側の地色は KAUM–

I. 129140では明るい黄みのオレンジ，KAUM–I. 132724で

はあさい赤みの黄，および KAUM–I. 159016ではつよい赤

みのオレンジであり，背縁は黄みがかる．体側腹方は淡色．

体側中央から尾柄にかけて桃色みを帯びた白色斑が散在す

る．尾柄上下縁は赤紫色に縁どられる（下縁は薄い）．頭

の地色は淡い赤紫色で，眼上方から背縁にかけてややにぶ

い黄色を呈する．上顎前端から吻部，眼下，および鰓蓋後

縁にかけて明るい黄色の 1斜線がある．上顎前端を除く上

顎前部，主上顎骨上縁，および下顎前部は赤紫色が強くな

る．頭部腹面は淡色．背鰭第 1棘から背鰭第 3軟条にかけ

ての縁辺は赤桃色で縁どられる（KAUM–I. 129140では背

鰭第 9棘と第 10棘は縁どられない）．背鰭第 1棘と第 2棘

の鰭膜は明るい黄色を呈する．背鰭第 3棘鰭膜先端は黒色．

背鰭第 3棘から第 10棘にかけての基底は薄い赤橙色を呈

Table 1. Counts and measurements of Odontanthias unimaculatus.

This study Tashiro et al. (2018)
Amami-oshima island Osumi and Tokara islands

n = 3 n = 8
Standard length (SL: mm) 115.9–127.0 116.8–158.6
Counts
 Dorsal-fin rays X, 14 X, 14
 Anal-fin rays III, 7 III, 7
 Pectoral-fin rays 18 17–18
 Pelvic-fin rays I, 5 I, 5
 Gill rakers 12 + 28–30 = 40–42 12–13 + 28–31 = 40–44
 Lateral-line scales 34–38 33–40
Measurements (% of SL)
 Body depth 40.1–42.9 (41.3) 39.4–43.7 (41.9)
 Body width 17.1–17.6 (17.3) 15.6–19.7 (17.4)
 Caudal-peduncle length 21.0–22.4 (21.7) 17.3–22.6(19.3)
 Caudal-peduncle depth 13.1–14.3 (13.8) 12.5–14.8 (13.6)
 Head length 34.0–36.2 (35.2) 34.9–36.1 (35.5)
 Snout length 7.7–9.1 (8.2) 7.8–10.8 (8.6)
 Orbit diameter 10.3–11.0 (10.8) 9.1–11.7 (10.8)
 Interorbital width 8.9–9.3 (9.1) 9.2–10.3 (9.8)
 Upper-jaw length 16.5–16.7 (16.6) 16.9–17.6 (17.3)
 Pre-dorsal-fin length 31.0–31.7 (31.3) 29.8–32.0 (31.2)
 Pre-anal-fin length 61.7–64.3 (63.3) 64.3–67.8 (65.5)
 Pre-pectoral-fin length 33.2–34.2 (33.8) 34.1–35.8 (35.0)
 Pre-pelvic-fin length 36.6–38.0 (37.1) 37.2–39.8 (38.0)
 Dorsal-fin base length 65.1–67.6 (66.7) 63.4–66.3 (65.5)
 1st dorsal-fin spine length 5.5–6.9 (6.2) 6.3–9.3 (7.3)
 2nd dorsal-fin spine length 11.0–11.3 (11.1) 8.7–14.3 (11.2)
 3rd dorsal-fin spine length 19.7–22.9 (21.6) 17.1–26.8 (21.2)
 4th dorsal-fin spine length 14.6–15.5 (15.2) 13.6–17.0 (15.2)
 10th dorsal-fin spine length 15.1–15.4 (15.2) 13.4–16.5 (15.5)
 Longest dorsal-fin soft ray length 32.5–44.1 (38.8) 33.4–40.4 (37.0)
 Anal-fin base length 20.1–22.3 (21.0) 19.5–33.8 (22.4)
 1st anal-fin spine length 7.6–9.0 (8.3) 1.6–10.1 (8.8)
 2nd anal-fin spine length 15.4–16.0 (15.8) 15.1–19.1 (16.7)
 3rd anal-fin spine length 17.0–17.6 (17.3) 15.9–20.1 (17.9)
 Longest anal-fin soft ray length 21.4–23.7 (22.2) 20.9–23.6 (22.3)
 Longest pectoral-fin ray length 29.3–29.8 (29.6) 27.8–34.7 (32.2)
 Pelvic-fin spine length 18.6–20.0 (19.3) 17.7–20.1 (18.9)
 Pelvic-fin length 27.0–37.7 (34.0) 36.0–42.8 (38.1)
 Caudal-fin length 33.4–42.3 (38.8) 37.6–47.2 (41.9)
 Caudal concavity 20.3–28.6 (25.2) 23.2–30.8 (26.9)
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し，それより上方は明るい黄色を呈する．背鰭軟条部基底

は明るい黄色を呈し，それより上方は白色半透明（KAUM–

I. 159016では赤橙色）．背鰭第 4軟条から第 14軟条にか

けての鰭膜中央には黄色斑がいくつか並び（KAUM–I. 

132724ではほぼない），縁辺は明るい黄色で縁どられる．

臀鰭棘条は淡い赤紫色を呈する．臀鰭軟条部の地色は淡い

黄色を呈する．KAUM–I. 129140では臀鰭軟条の縁辺が赤

紫色．KAUM–I. 159016では軟条部基底が赤橙色を帯び，

軟条先端が淡い赤紫色に縁どられる．胸鰭の地色は赤橙

色（KAUM–I. 159016では赤みの強い桃色）を呈し，胸鰭

基底はやや暗い黄色を呈する．胸鰭前方に眼径と同長の

明るい黄の横帯が 1本ある．腹鰭軟条は黄色で（KAUM–

I. 159016では第 2軟条のみ），腹鰭第 1棘と第 1–2軟条の

縁辺は淡い赤紫色を呈する（KAUM–I. 129140では第 2軟

条は縁どられない）．腹鰭第 3軟条から第 5軟条にかけて

の縁辺は白色半透明（KAUM–I. 159016では第 3軟条から

第 5軟条にかけてうすく赤桃色を帯びる）．尾鰭基底中央

は明るい黄色を呈する．尾鰭基底縁辺から両葉先端にかけ

て赤紫色を呈し，その内側は明るい黄色を呈する．尾鰭基

底中央部から後縁にかけては赤橙色を呈する．虹彩の外縁

は前部を除き赤紫色を呈し（KAUM–I. 129140では上下の

み），その内側は明るい黄色を呈する．

分布　日本，台湾，フィリピン，およびインドネシ
アから記録されている（Lee, 1990; Randall and Heemstra, 

2006; Peristiwady, 2011；瀬能，2013; Hata, 2017）．日本国

内においては，小笠原諸島，相模湾，駿河湾，熊野灘，和

歌山県，土佐湾，大隅諸島（黒島），トカラ列島（口之

島・臥蛇島・中之島・平島），および沖縄舟状海盆から記

録されていたが（田中，1917；黑田，1951；山川，1985; 

Shinohara and Matsuura, 1997; Senou et al., 2006; Peristiwady, 

2011；瀬能，2013；池田・中坊，2015；田代ほか，2018; 

Jeong and Motomura, 2021），本研究によって新たに鹿児島

県の奄美大島から本種が記録された．

備考　記載標本は背鰭軟条数が 14であること，胸鰭軟

条数が 18であること，側線有孔鱗数が 34–38であること，

体長が体高の 2.33–2.49倍であること，背鰭棘条部は第 3

棘が最も伸長し，先端に黒色域があること，背鰭軟条部に

黒色帯がないこと，および尾鰭基底に黒色帯がないことな

どの特徴が Randall and Heemstra (2006)と田代ほか（2018）

が示したイッテンサクラダイ Odontanthias unimaculatus 

(Tanaka, 1917)の特徴と一致したため，本種に同定された．

イッテンサクラダイの国内における記録は「分布」の

項目で述べたとおりであり，本研究で記載した標本は奄

美群島における本種の初記録となる．本種は水深 60–250 

mから記録されており（山川，1985; Randall, 2006; Senou 

et al., 2006；池田・中坊，2015; Hata, 2017；田代ほか，

2018），奄美大島産の標本（KAUM–I. 159016）も水深 60 

mから漁獲された（他の 2個体は漁獲水深不明）．
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